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研究成果の概要：霊廟建築における荘厳手法の様相を究明するために、各地に点在する霊廟建
築を対象として、構造・意匠面ならびに装飾技法面から調査研究を行った。調査研究で得た結
果の分析、考察は、近世建築に盛んに用いられた荘厳手法である彫刻、金工、木地色付けの３
技法の視点から主として行い、蟇股彫刻の主題の把握とその配置計画論、地紋彫の意味・役割
論、金工技法から見た飾金具論、江戸期における木地色付け技法論、霊廟建築と木地色付けと
の相関論などの研究論考に取り纏めた。 
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１．研究開始当初の背景 
 建築史分野における建築研究は、様式・形
式論的視点からの研究がこれまで主流を占
めており、装飾的側面の研究成果はまだ十分
な段階まで至っていないと考えた。特に、建
築装飾を技法面から把握する研究は大きな
遅れをとっている。この要因として考えられ
るものの一つに、技法研究に習熟している研
究者の少なさがある。 
したがって、装飾要素を多く採り入れ具現

された近世における諸建築の研究は十分な
領域まで展開しておらず、この点は建築史研

究の大きな課題となっている。本研究は、以
上の問題意識に基づいて計画された。 
 
２．研究の目的 
 全国各地に点在する江戸幕府や諸藩によ
り建設された霊廟建築は、各地の装飾的な寺
社建築の建設に多大な影響を及ぼしたと考
えられる。霊廟建築に関する既往研究は、日
光東照宮建築など、幕府が直接関与した主要
建築に限定されており、全国各地の霊廟建築
を対象とした研究、さらにはその装飾意匠面
の専門的研究は遅れている。 
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そこでこれらの建築をその構造・意匠面な
らびに装飾技法面から調査研究し、近世にお
ける装飾建築の荘厳に関わる設計理論・手法
を分析して、当時の建築文化の実像を把握す
るとともに、霊廟建築建設に当たっての建築
体制を究明することを、本研究の目的とした。 
 
３．研究の方法 
(１) 現地調査等、研究対象建築の絞り込み 
既往研究、建造物目録等から各地の霊廟
建築情報を入手するとともに、霊廟建築の
類型や建築装飾手法の特徴を事前に把握
し、現地調査を行う対象物件を絞り込み、
実施可能の現地調査計画を立案した。 

(２) 現地調査の実施内容 
  各建築調査は、本研究への参加研究者の
専門領域に基づき、現地における作業分担
（構造形式、彫刻、金工、木地色付け等）
を行い、現地調査を実施した。現地では、
要所の詳細な写真撮影、実測、観察調書作
成などの作業を行った。現地調査時には事
後、参加者間で討議を行い、相互の把握内
容（研究成果）を共有することにつとめた。 

  なお、色付け技法研究では、霊廟以外の
必要な建築現地調査を実施して、研究の精
度を高めた。 

(３) 資料収集・整理・分析 
  幕府関係史料等を入手するための文献
資料等の収集を行い、その内容を分析・考
察した。 

 
４．研究成果 
 霊廟建築の類型に関する研究は、麓和善が
担当し、その成果を「霊廟建築の変遷」と題
する論考に取り纏めた。ここでは霊廟建築を
代表する日光東照宮などに見られる、本殿と
拝殿を石の間で接続する複合社殿（通称・権
現造）と、仙波東照宮、鳥取東照宮（樗谿神
社）などに見られる本殿を唐門・透塀で囲い、
接続された拝殿・弊殿と分離した形式（分棟
形社殿）とに大別し、建立年代順に各建築の
内容を整理した。整理に当たって、当時の文
献等から把握される造営形態（施主、奉行、
大工棟梁、造営期間等の内容）、建築規模と 
その形式、建築様式を明示した。この分析結 

 

果により、各建築の個別差を把握することが
できる。したがって、本論考は、本研究のプ
ロローグとして位置づけられるものでもあ
る。 

 
近世建築に見られる特徴的な装飾手法の
ひとつに彫刻がある。蟇股や欄間、壁面など
に施された彫刻は、時代が下るにしたがって
彫刻技法、彫刻主題も多彩なものとなり、そ
の存在感を主張するようになる。このうち蟇
股は彫刻が施される部材として力点が置か
れるもので、同彫刻の主題とその配置との相
関関係を読み解くことは、当時の建築設計原
理を究明する上で、重要な課題のひとつとい
える。この分野の研究に麓和善は早くから注
目してきた研究者の一人である。麓は、蟇股
は建物全体にわたって同一形状のものが多
数配置されるものであり、彫刻の主題をどの
位置に配置すればよいかといったこと、ある
いはより積極的にどの位置にどのような主
題の彫刻を配置するかといったことは、設計
者による意図的な主題の選択と配置計画に
よっていると考えている。霊廟建築における
設計手法をこの視点から探ることは重要な
研究テーマであり、この分野を麓が担当し、
その成果を「霊廟建築における蟇股彫刻の主
題と配置計画」と題する論考（共著）に取り
纏めた。 
ここでは権現造形式の建築２棟（久能山東
照宮、上野東照宮）、分棟形式の建築２棟（仙
波東照宮、金沢東照宮）、本殿単体形式の建
築５棟（徳川家霊台、仙台東照宮ほか）を事
例としてあげ、蟇股彫刻の主題を平面図上の
該当位置に記入して、彫刻配置上の法則等の
問題を分析した。 

図２ 仙波東照宮本殿蟇股彫刻 

 
一方、彫刻による装飾手法の代表的なもの
として「地紋彫」がある。地紋彫はいわゆる
器物に施されたものが建築より先行して出
現しており、中世に唐物としてすでに渡来し
ている。地紋彫は、木部表面に幾何学的文様
などを連続的に彫り出したものの総称であ
り、建築に見られる最初期のものは久能山東
照宮唐門（元和 3年・1617）が知られている。
初期の地紋彫は比較的に薄肉彫りのものが
多く、これが次第に肉厚に仕上げられて行く
傾向を持つ。 
この地紋彫は霊廟建築にも多く採り入れ
られており、本研究では伊東隆一が地紋彫に図１ 久能山東照宮 



関する調査研究を担当した。伊東は本研究に
おいて現地調査を実施した諸建築のほか、考
察対象の建築を広くほかにも求め、地紋彫技
法が持つ意味とその役割、さらに、地紋彫の
流布する過程などについて分析、考察し、そ
の成果を「地紋彫を使用する霊廟と、地紋彫
の彫物技法としての意味」と題する論考に取
り纏めた。考察の対象建築の中には、現存し
ていない紅葉山霊廟の建築なども含まれる。 
伊東はこの論考で、まず伊達藩内で建築さ

れた霊廟建築に見られる地紋彫の内容を挙
げ、ここに施された地紋彫を、平面的な彫物
の簡略系と位置づけた。次に、徳川家霊廟に
おける地紋彫については、伊東が長年積み重
ねてきた研究成果を援用して考察している。
ここでは上野や芝の将軍霊廟と、紅葉山の将
軍霊廟および将軍夫人や生母霊廟の建築と
を比較し、両者の相違が、格付けと対応する
建築形式の違いに見られる点を指摘し、さら
に後者の彫物が地紋彫を主体としているこ
とから、地紋彫は丸彫りや浮き彫りの技法よ
り１ランク低い技法と理解されると考察し
た。この点は、御殿建築にも共通するもので
あるとの分析を、論考中１項目挙げて考察し
ている。 
彫物技法における地紋彫のもつ意味につ

いては、考察のための事例建築として、浅間
神社社殿（静岡県）、岩木山神社本殿（青森
県）、柞原八幡宮大門（大分県大分市）を挙
げて、地紋彫による装飾手法が日光の建築と
深く連関することを、当時の文献を紹介しつ
つ論じている。 

図３ 仙台東照宮本殿桟唐戸 
 
霊廟建築の豪華な荘厳性・意匠性を印象づ
けるものとして飾金具は重要な要素のひと
つである。本研究における金具研究は、これ
まで多くの金工研究の実績を持つ久保智康
が担当した。久保による調査研究は、単に飾
金具の特性を、表層的な意匠に求めてよしと
するものではなく、意匠を実現している彫金
をはじめとする金工技法の内容を詳細に観
察して分析、考察すること、すなわち、飾金
具を製作した錺工房レベルの分析視野をも

つことを重視している。久保は本研究で実施
した現地調査のうち、４箇所の調査に参加し、
久保のこれまでの研究成果を援用して、本研
究での成果を「霊廟建築の金具装飾」と題す
る論考に取り纏めた。 
この論考では久能山東照宮、仙波東照宮、
金剛峯寺の徳川家霊台の飾金具に見られる
意匠と金工技法の調査結果を報告し、それぞ
れの特質を、時代性の中で比較して論じてい
る。たとえば久能山東照宮の飾金具は、桃山
時代の余風を残しているものの、元和という
時代性を明確に示したコンテンポラリーな
金具装飾として意図されたものと考察し、仙
波東照宮の飾金具は、寛永期建立のものであ
るものの、桃山期の意匠の特徴を持つものと、
寛永期の意匠の特徴を現すものとが併存し
ている点を指摘する。この仙波東照宮の金具
製作は、緻密な計画が存在しているとし、こ
れを久保がかつて研究した金沢東照宮（現尾
崎神社）と仙波東照宮の大工頭（木原木工充
義久）が同人物である点に注目している。 
ところで久保は、本研究を行う中で、金剛
峯寺徳川家霊台内に安置されている見事な
意匠性を持つ厨子に注目した。この建築の飾
金具の調査報告をする中で、漆工技法の内容
の概説も加え、この厨子の持つ意匠的特徴を
明らかにしている。優れた美術工芸的造形を
有する徳川家霊台厨子の概要報告として、本
研究における久保の成果は注目される。 

図４ 金剛峯寺徳川家霊台厨子金具（家康霊屋） 

 
漆塗や彩色などの塗装による装飾手法は、
わが国における伝統的な技法として周知の
ものである。そのため、霊廟建築に限らず、
日本の歴史的な建築に見られる木部の色付
け技法は、この二つの塗装技法によっている
とこれまで確信されてきたといって過言で
ない。 
ところが実はそうでないことが近年明ら
かになりつつある。このことを広く認識する
ことは、建築史研究の今後の行方を左右する
ことであり、研究上の重大な課題でもある。
この研究課題は窪寺茂が長年追求してきた
ことであり、本研究ではこれまでの研究成果
を援用しつつ、この研究テーマをより深める



成果を挙げた。研究は窪寺が担当し、その成
果を「霊廟建築研究－江戸期における木地色
付け技法」と題する論考に取り纏めた。 
ここで挙げられた木地色付け技法は、漆樹

液を塗料溶剤の原材料とする漆塗、膠液を塗
料溶剤の原材料とする彩色、植物性油と松脂
を塗料溶剤の原材料とするチャン塗、漆樹液
ないしは植物性油などを塗料溶剤の原材料
とする土朱塗などであり、チャン塗、土朱塗
については、江戸幕府関係文書などから見出
した施工建築事例を紹介している。この中で、
土朱塗については、その技法の実体究明がま
だ十分でなく、今後に課題を残す結果となっ
たものの、わが国における伝統的な木地色付
け技法の全貌が、本研究によりほぼ究明され
つつあるのではないかと思われ、今後の建築
史研究の発展に貢献する成果を挙げること
が出来たのではないかと思われる。 

 
本研究成果として最後に紹介するものは、

窪寺が担当した木地色付け手法から見た霊
廟建築の設計手法の研究で、その成果を「霊
廟建築と木地色付け手法の相関」と題する論
考に取り纏めた。 
ここでは現地調査を行った各建築に見ら

れる色付け手法の概要報告をするとともに、
色付け手法の選択が、霊廟建築の類型と連関
している点、建築に使用されている樹種と連
関している点を明らかにしている。すなわち、
日光東照宮や久能山東照宮など、徳川家、幕
府によって直接的に造営された建築が、各種
の漆塗や彩色技法によって装飾されている
のに対し、地方藩主や寺院によって造営され
た東照宮や霊廟建築が、透漆塗の技法の採用
により装飾されていることが多いことを把
握した。前者の建築形式は権現造で、樹種は
ヒノキによっている。これに対して、後者は
分棟形社殿で、樹種はケヤキによっている。
この相違は注目すべきものであり、窪寺は当
時何らかの社会的、政治的法則が、霊廟建築、
特に東照宮建築の造営背景に存在していた
のではないかと指摘している。 
なお、寛永期造替の日光東照宮建築は、こ

の荘厳手法の法則に合致しない唯一の東照
宮建築であり、この点の考察も加えている。 

図５ 樗谿神社拝殿（分棟形・透漆塗） 

 
霊廟建築における荘厳手法の研究を行う
視点はいくつかある。本研究では調査研究を
行う中、研究視点の新機軸を提示したいとい
う考えから、彫刻、飾金具、木地色付けとい
った３種の装飾技法から霊廟建築の実体を
把握しようとした。この主旨に則り、研究成
果を論考として取り纏めた。その内容は、前
記したように、蟇股彫刻の主題の把握とその
配置計画論、地紋彫の意味・役割論、金工技
法から見た飾金具論、江戸期における木地色
付け技法論、霊廟建築と木地色付けとの相関
論などであり、これらの論考は、刊行した成
果報告書にすべて掲載している。 
本研究で得た成果は、纏めた論考がすべて
ではないことはもちろんで、目指した研究は
今後も継続していく必要を感じている。本研
究で採りいれた調査手法・視点は、これまで
の建築史研究に欠けているものである点を、
本研究者自身、認識している。十分な研究成
果を挙げるまでに至っていないものの、この
成果が、今後の建築史研究および文化財の修
復になんらかの形で寄与することを期待し
てやまない。 
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